
「選挙権の自由な行使と表裏の関係…
自由かつ公正な選挙を維持するうえ

で、きわめて重要」

「立候補の自由…（憲法１５条１項）の

保障する重要な基本的人権」

（昭和４３年）



「被選挙権又は立候補の自由が選挙権
の自由な行使と表裏の関係にある重要
な基本的人権」

（平成１１年）



「極めて多種多様で、複雑微妙な政策
的及び技術的考慮要素」がない

（昭和５１年）



「権利侵害の有無を問うことなく･･･選挙
の効力を争う･･･民衆訴訟」

（昭和５１年岸盛一意見）



「被選挙権の平等は…最も重要な基準」

（平成１１年河合伸一ら意見）



「立候補について不当に制約…
選挙人の自由な意思の表明を阻害…
自由かつ公正な選挙の本旨に反する」

（昭和４３年最高裁）



公選法１０条は
「立候補の資格を直接的に制限する定め」

（令和元年東京地裁）



「被選挙権年齢が選挙権年齢と違うことには
合理性がないのではないか」

（全国知事会）


